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　現代生物科学は、生命現象を細胞・分子・遺伝子にまで分解し分析的に捉える分子生物学的
手法の開発とともに飛躍的に研究が進みました。しかし、このような方法だけで、本当に生き
物を理解した、と言えるのでしょうか？ リサーチユニット「生物多様・分類・生態研究ユニット」
は、生き物をより深く理解するために、筑波大学の伝統である生物多様性・生態系研究の流れ
を引き継ぎ、生物間および生物−環境の相互作用の観点も含めた総合的な視点から強靭な生物
観の構築に挑戦しています。

　 生き物をまるごと理解する、1000 種昆虫トランスクリプトーム進化プロジェクト

　地球には多様な生き物が存在しています。これらの生き物は、太古の海で生まれた共通の祖
先がより複雑な生命へと変化する過程で誕生したと考えられています。分子生物学的手法の発
展により容易に生物のアミノ酸配列や遺伝子の塩基配列解析ができるようになったことから、
生物が進化してきた道筋（系統）を遺伝子や分子に分解して理解する分子系統学が盛んに行われ

ています。しかし、歴史的な事
実である進化を理解するために
は、分子系統解析だけでなく、
古生物学、形態学などからの検
証を統合的に理解することが不
可欠です。私たちは総合的な視
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図 1：１KITE により明らかになった昆虫の新たな系統関係
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昆虫の起源は
約 4億 8千万年前！

新事実 1

翅の獲得は
約 4億年以上前！

新事実 3

「内顎類」は
単系統群ではない！

新事実 2

多新翅昆虫類は
単系統群！

新事実 4

「準新翅昆虫類」は
単系統群ではない！
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点からの「進化の描写」を目指しています。たとえば、世界 13 カ国・地域、43 研究機関の研究
者 101 名が参加する国際研究プロジェクト「1000 種昆虫トランスクリプトーム進化」コンソー
シアム（1KITE）を推進し、昆虫の全分類群をカバーする 103 種の膨大なゲノムデータに基づく昆
虫の目（もく）間の頑健な系統関係の解明に成功しました（図１）。

　筑波大学の学問的蓄積とフィールドを最大限に活かす

　筑波大学生命環境系は系統分類学、生態系研究において伝統的な学問的蓄積があり、本学ほ
ど多様な生物群を対象とした研究を精力的に展開している大学はほかにありません。また、リ
サーチユニットの構成メンバーの数人も所属している菅平高原実験センターには、発足後 80 年
の間に計画的に放置した二次遷移系列（※１）があり、もともとの自然林と併せると約 100 年分の
植生が観察できる貴重なフィールドを有しています（図２）。これ
らの資源を基盤に、本ユニットでは、生物多様性、生態系、生物
環境系相互作用の解明を目指し、また、これらの研究をつうじ、
現代社会が抱える諸問題（地球環境悪化、災害、エネルギー問題
など）を解決するのに不可欠な生物環境のデーターを提供したい
と考えています。

生物多様性・分類・生態研究ユニット

http://www.sugadaira.tsukuba.ac.jp/

●  「発酵茶由来高分子ポリフェノールによるサルコペニアの予防と発症遅延」に関する特
許取得

● 菅平高原実験センターフィールドに産する微生物のバイオリソース化
●  『週刊上田』での連載　　　　　　　　
●  『菅平生き物通信』の発行
●  教育関係共同利用拠点「ナチュラルヒストリーに根ざした森と草原の生物多様性教育拠

点」としての活動を実施

◆ユニット構成員　総数 26 名（教員 25 名／ポスドク 0 名／他機関 1 名）

社会への貢献・実績
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図 2：100 年分の植生遷移が観察で
きる菅平高原実験センター*1：二次遷移系列：人為的な伐採によりはじまった植物群の遷移のこと。


